
第 ３ 号

令和４年５月１２日

不易と流行～大切なものは大切
一万円札の肖像画の人物として有名な福沢諭吉

はご存じだと思います。1984年から2024年に渋沢
栄一 に変わるまでの40年もの間、一万円の顔と
なった人物です。 「天は人の上に人を造らず、
人の下に人を造らず」という言葉を『学問のすす
め』という本に記した有名な教育家で、 明治維
新の偉人であり，慶應義塾大学の創設者です。
その福沢さんが語られたことが後日「心訓七

則」として左図のようにまとめられました。明治
時代に考えられたことなので内容的に今の時代に合わないものもありますが，人として心に
刻んでおくべきものもあります。「人間として教養の大切さ」「他人の生活をうらやまな
い」「人の為に奉仕して決して恩にきせない」「全ての物に愛情を持つ」など１００年以上
前のことでも現在も通用する内容（教え）でもあります。これらのことを心に福沢さんは，
現在日本で機能する銀行や、保険の制度、新聞を発行するなど、現在の日本社会にも通ずる
様々な功績を生涯の中でいくつも残しています。
福沢さんのような偉大なことを行うのは難しいかもしれませんが，人として大切にしたい

ものだと思います。
家庭でも子どもと一緒に考えてほしいと思います。

＜学校のリーダーとして～生徒総会＞
９年間の集大成である最後の級訓。今回は級訓決めに３日間、４コマの授業時間をかけ、

行事面、学習・進路面、生活面でどんなクラスにしていきたいかを１つ１つ考え、意識の共

有を図りながら級訓を考えました。そして、決定した最後の級訓は「飛翔」です。この１年
が終わると１０年近く一緒に過ごしたメンバーも離れ離れになります。この１年間で力を付
け、思い出もたくさん作って、自分たちの望む未来に向かって飛び立っていけるようにとい
う思いを込めました。定期的に達成度の確認をしていきたいです。

＜下級生に範を示し～校歌コンクール，学級旗コンクール＞
空を表した青地に大きく飛翔の文字。学級旗から飛び出さんとするほど大きく記した飛翔

の文字。文字の裏に描かれた鳥は「アカオネッタイチョウ」。鳥言葉は「大空への飛翔」です。１年
後、３Ａ全員が大きく羽ばたいて次の舞台に旅立っていきたいという気持ちをこめたデザインとな
りました。発案者は吉原美紅さんです。現在、作成をスタートしました。５月９日生徒総会
でお披露目です。

＜若あゆの心＞

豊 浜 中 ３ 年
学 年 だ よ り

最上級生として過ごす１年間を将来のため

に目標に全力で向かっていきたいです。初め

ての受験，豊浜中最後の３年生。様々なこと

が待っているが，一つずつ全力で向かってい

けば必ず乗り越えられる。それが，この先の

人生に，将来なりたい姿になるための必ず力

になると思います。もちろん友と協力し，自分

なりに工夫していきたいです。

長い人だとこれで，１３年目になります。これ

まで一緒に過ごしてきて，みんなで学校生活が

送れる最後の年となってしまいました。この学

年は本当に明るくて，賑やかでみんな仲の良

いクラスで，こんな楽しいクラスに入れて本当

に良かったです。最後の１年は，より助け合い，

楽しいクラスにしていきたい。受験で大変だか

らこそそうしたい。



＜進路コーナー＞ ～一人５校は体験入学へ②～
「いきたい学校」に進学するためには，まずは

「どんな学校か」情報を集め，実際に体験すること
が大切になります。夏休みごろから受験生に向けた
体験入学が各学校で開催されます。そこで，今生徒
たちは，学級活動の時間などを使って国公立，私立

専修学校の調べ学習を行っています。
一人少なくても６校，多ければ１０校調べることになります。
そして，各自のまとめも共有していきます
※上記の内容等について質疑等あればいつでも学級担任か進路指導

主事へ問い合わせを。

《 ５・６月 の 行 事 》 ①は1時間目

5/11 水 テスト週間スタート（質問教室・自習室有） 28 土

12 木 （学びやすい環境で，前向きに，雰囲気をあげて） 29 日 英検１次試験
13 金 30 月 朝会 豊タイム
14 土 31 火 ALT
15 日 6/1 水
16 月 ２ 木
17 火 PTA資源回収（プラ団） ３ 金
18 水 中間テスト１日目 ４ 土
19 木 中間テスト２日目 ５ 日
20 金 ６ 月
21 土 土曜学校公開日（⑤修学旅行説明会⑥部活動懇談会）※弁当持 ７ 火

22 日 （生徒たちによる説明も予定しています 是非参加を） ８ 水
23 月 代休 ９ 木
24 火 ALT 10 金
25 水 豊タイム 11 土

26 木 中間ﾃｽﾄ成績配付 （３年初めての成績はいかに） 12 日
27 金

＜今の３Ａ近況＞
４月２６日（火）をもって岡田璃々香さんが転出される

ことになりました。２６日の帰りの会では、璃々香さんか
らあいさつがあり、１人ひとりに対し手紙をくれました。
岡田璃々香さんの新しい環境での活躍を願っています。寂
しくなりましたが、これからも２０名＋２名みんなで力を
合わせて頑張っていきたいと思います。

調べ学習第１弾掲示

２１人での最後の１枚


